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東

京

都

下
水
道
局

２８
日
ま
で
共
同
研
究
者
を
募
集

来
年
３
月
に
ス
マ
ー
ト

空
調
衛
生
シ
ス
テ
ム
展

先
着
順
で
出
展
申
込
を
継
続

日
本
水
工
設
計
（
本
社
・

東
京
、
藤
木
修
社
長
）
は
、

４
つ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準

化
機
構
）
規
格
に
基
づ
く
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
統

合
し
運
用
す
る
組
織
と
し

て
、
国
内
初
と
な
る
認
証
を

取
得
し
た
。
８
日
、
認
証
機

関
の
日
本
環
境
認
証
機
構

（
本
社
・
東
京
、立
上
和
男
社

長
）か
ら
同
社
に
対
し
、「
統

合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
」
が
全
て
の
要
求
事
項
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す

る
登
録
証
が
授
与
さ
れ
た
。

同
社
は
、
昨
年
取
得
し
た

Ｉ
Ｓ
Ｏ
５
５
０
０
１
（
ア
セ

ッ
ト
）
を
柱
と
し
、
こ
れ
ま

で
に
取
得
し
た
９
０
０
１

（
品
質
）、
１
４
０
０
１
（
環

境
）、
２
７
０
０
１
（
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
を
あ
わ
せ

た
４
規
格
を
統
合
し
た
。

背
景
に
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
が
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格

の
間
で
共
通
す
る
用
語
・
定

義
の
一
元
化
や
、
要
求
項
目

の
共
通
化
な
ど
整
合
性
を
高

め
る
取
り
組
み
を
進
め
た
こ

と
で
、
規
格
の
統
合
運
用
が

容
易
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
。藤

木
社
長
は
、「
当
社
で

は
、
か
ね
て
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規

格
を
活
用
し
た
経
営
改
善
に

努
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

も
、
３
つ
の
規
格
を
統
合
的

に
運
用
す
る
た
め
、
社
内
で

苦
労
し
な
が
ら
独
自
の
工
夫

を
し
て
き
た
が
、
５
５
０
０

１
を
取
得
し
、
さ
ら
に
９
０

０
１
、
１
４
０
０
１
も
同
じ

構
造
と
な
っ
た
こ
と
を
機

に
、
一
気
に
４
規
格
の
統
合

を
図
っ
た
。５
５
０
０
１
は
、

長
期
的
な
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク

と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
バ
ラ

ン
ス
に
重
点
を
置
い
て
お

り
、
民
間
企
業
に
と
っ
て
は

経
営
の
根
幹
に
フ
ィ
ッ
ト
す

る
規
格
だ
と
思
う
。
特
に
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
や
民
間
不
動

産
な
ど
に
関
す
る
業
界
で
、

す
で
に
複
数
の
規
格
の
認
証

を
持
つ
企
業
に
は
、
経
営
改

善
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
規
格

の
統
合
化
と
あ
わ
せ
て
５
５

０
０
１
の
取
得
を
推
奨
し
た

い
」
と
話
し
た
。

速
効
性
消
毒
技
術
の
開
発
に
着
手

東
京
都
下
水
道
局
は
効
率

的
な
速
効
性
消
毒
技
術
の
開

発
に
着
手
す
る
。
近
年
、
消

毒
剤
の
接
触
時
間
が
短
い
機

場
で
簡
易
処
理
水
等
に
対
応

で
き
る
新
し
い
消
毒
技
術
が

開
発
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
簡
易
処
理
水
等
を
短

時
間
に
消
毒
で
き
、
か
つ
低

廉
で
維
持
管
理
の
容
易
な
消

毒
技
術
の
開
発
を
行
う
こ
と

と
し
た
。
そ
こ
で
、
同
局
で

は
技
術
開
発
の
共
同
研
究
者

を
募
集
す
る
。
研
究
期
間
は

平
成
�
年
１
月
か
ら
�
年
３

月
を
予
定
。
共
同
研
究
形
態

は
公
募
型
共
同
研
究
で
、
公

募
に
よ
り
民
間
企
業
等
１
社

（
１
グ
ル
ー
プ
）
を
決
定
す

る
。
公
募
期
間
は
今
月
�
日

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

同
局
で
は
、
簡
易
処
理
水

等
の
消
毒
剤
と
し
て
二
次
処

理
水
と
同
様
に
次
亜
塩
素
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
使
用
し
て
い

る
が
、
一
部
の
消
毒
剤
の
接

触
時
間
が
短
い
機
場
に
は
、

よ
り
消
毒
性
の
高
い
消
毒
剤

で
あ
る
臭
素
剤
（
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｍ

Ｈ
）
を
使
用
し
て
い
る
。
研

究
で
は

消
毒
性
能

コ
ス

ト

安
全
性

維
持
管
理
性

―
を
検
討
・
評
価
す
る
。
場

所
は
区
部
の
水
再
生
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
実
施
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
。
共
同
研
究

者
は
提
案
技
術
に
よ
る
消
毒

設
備
を
仮
設
し
、
雨
天
時
放

流
に
同
期
し
て
消
毒
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
対
象
水
と
消
毒
剤

を
効
率
的
に
混
合
す
る
装
置

を
設
置
す
る
。

全
国
ダ
ク
ト
工
業
団
体
連

合
会
、
日
本
配
管
工
事
業
団

体
連
合
会
、
日
本
保
温
保
冷

工
業
協
会
は
、
２
０
１
７
年

３
月
�
～
�
日
ま
で
の
３
日

間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西

３
ホ
ー
ル
で
空
調
衛
生
設
備

の
専
門
展
示
会
「
第
�
回
ス

マ
ー
ト
空
調
衛
生
シ
ス
テ
ム

展（
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｓ
２
０
１
７
）
」

を
３
年
半
ぶ
り
に
開
催
す

る
。
同
展
示
会
は
、
空
調
衛

生
設
備
に
特
化
し
た
唯
一
の

展
示
会
で
、「
空
調
衛
生
シ
ス

テ
ム
設
備
・
機
器
」「
衛
生
シ

ス
テ
ム
設
備
・
機
器
」「
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
」「
防
災
設

備
・
機
器
」「
情
報
管
理
設
備

・
機
器
」「
設
備
工
事
関
連

資
機
材
・
工
具
」
な
ど
、空
調

省
エ
ネ
、環
境
負
荷
軽
減
、見

え
る
化
を
実
現
す
る
最
新
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
一
堂
に
集
結

す
る
。
業
界
関
係
者
が
一
堂

に
会
す
る
こ
と
か
ら
交
流
・

情
報
交
換
の
場
と
な
り
、新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

探
す
絶
好
の
機
会
と
な
る
。

東
京
都
水
道
局
は
�
日
、

本
庁
や
各
事
業
所
で
「
平
成

�
年
度
東
京
都
水
道
局
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
対
応

訓
練
」
を
行
っ
た
。
同
局
は

昨
年
度
、「
東
京
都
水
道
局

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
編
）」
を
改
定
し

対
応
を
見
直
し
た
が
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め

に
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施

し
た
。
国
内
発
生
早
期
を
想

定
し
、
対
策
本
部
会
議
の
開

催
や
情
報
連
絡
体
制
の
強

化
、
職
員
へ
の
感
染
予
防
対

策
の
強
化
、
要
員
・
物
資
の

確
保
な
ど
、
危
機
管
理
上
必

要
な
業
務
に
係
る
訓
練
を
行

っ
た
。
同
局
職
員
の
ほ
か
、

同
局
の
監
理
団
体
で
あ
る
東

京
水
道
サ
ー
ビ
ス
、
Ｐ
Ｕ
Ｃ

の
社
員
ら
約
２
７
０
人
が
参

加
し
た
。

�
月
初
め
に
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
７
Ｎ
９
）
の

感
染
患
者
が
海
外
で
増
加

し
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
調
査
を
実
施
、

�
月
�
日
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら

「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公

衆
の
保
健
上
の
緊
急
事
態
に

該
当
す
る
」と
発
表
さ
れ
、国

と
東
京
都
が
対
策
本
部
を
設

置
、
�
月
�
日
に
は
国
内
で

感
染
患
者
を
確
認
し
た
こ
と

を
想
定
し
訓
練
を
行
っ
た
。

本
庁
で
は
、
職
員
の
感
染

状
況
の
把
握
を
は
じ
め
、
委

託
企
業
な
ど
と
の
感
染
予
防

対
策
に
関
す
る
情
報
連
絡

や
、
マ
ス
ク
な
ど
予
防
対
策

用
品
の
職
員
へ
の
配
布
な
ど

の
訓
練
を
各
部
共
通
で
実

施
。
ま
た
、
総
務
部
は
国
や

都
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
の
局

内
周
知
や
視
察
・
研
修
の
受

け
入
れ
中
止
の
検
討
、
職
員

部
は
職
員
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
対
応
す
る
相
談
窓
口
の

設
置
や
職
員
が
り
患
し
た
場

合
の
体
制
確
立
、
経
理
部
は

出
納
関
係
の
窓
口
対
応
の
確

認
、
サ
ー
ビ
ス
推
進
部
は
水

道
利
用
者
へ
の
広
報
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
延
期
・
一
時
中

止
の
検
討
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
。
さ
ら
に
、
浄
水
部
は
浄

水
施
設
の
運
転
管
理
業
務
要

員
確
保
の
準
備
や
薬
品
な
ど

必
要
な
物
資
の
備
蓄
量
の
強

化
、
給
水
部
は
委
託
企
業
へ

の
突
発
事
故
な
ど
に
対
応
す

る
要
員
確
保
の
要
請
、
建
設

部
は
工
期
の
延
長
や
優
先
順

位
の
高
い
工
事
の
検
討
な
ど

を
行
っ
た
。

各
事
業
所
で
も
、
所
内
に

お
け
る
情
報
連
絡
体
制
の
強

化
や
予
防
対
策
用
品
の
職
員

へ
の
配
布
な
ど
を
実
施
し

た
。
各
部
所
で
の
訓
練
の
後

に
は
醍
醐
勇
司
・
同
局
局
長

を
本
部
長
と
す
る
対
策
本
部

会
議
を
開
き
、
各
部
の
取
り

組
み
状
況
や
、
都
内
発
生
早

期
の
段
階
に
移
行
し
た
際
の

対
応
方
針
を
確
認
し
た
。

す
べ
て
の
訓
練
終
了
後
、

醍
醐
局
長
は
「
実
際
に
発
生

し
た
際
は
、
風
評
被
害
の
防

止
へ
水
の
安
全
性
の
確
認
・

Ｐ
Ｒ
や
、
要
員
の
確
保
、
感

染
拡
大
の
防
止
な
ど
が
必
要

と
な
る
。
今
後
も
継
続
的
に

訓
練
を
実
施
し
経
験
を
積
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
語
っ
た
。

全
国
上
下

水
道
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
協

会
関
東
支
部

は
、
	
月
６

日
に
東
京
都

渋
谷
区
の
け

ん
ぽ
プ
ラ
ザ

で
平
成
�
年

度
第
３
回
技

術
講
習
会
を
開
く
。
下
水
道

の
設
計
実
務
に
携
わ
る
技
術

者
な
ど
を
対
象
に
、「
下
水

道
用
設
計
標
準
歩
掛
表
平
成

�
年
度
―
第
３
巻
設
計
委
託

編
―
」
と
、
実
用
書
と
し
て

詳
細
な
解
説
を
加
え
た
「
下

水
道
用
設
計
積
算
要
領
設
計

委
託
編
―
２
０
１
６
年
度
版

―
」に
つ
い
て
、説
明
す
る
。

設
計
標
準
歩
掛
表
の


・

�
年
度
の
改
定
で
は
一
般
管

理
費
な
ど
が
見
直
さ
れ
、
管

路
、
ポ
ン
プ
場
、
終
末
処
理

場
に
係
る
改
築
設
計
、
耐
震

診
断
調
査
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
の
歩
掛

が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
、
積
算
要
領
で
も

歩
掛
補
正
の
適
用
方
法
な
ど

が
示
さ
れ
た
。

申
し
込
み
は
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
�
―
６
８
０
６
―
５
７
５

３
）
で
協
会
宛
に
送
る
。
締

め
切
り
は
、
今
月
�
日
。

新型インフル対応訓練行う

東京都水道局

ＢＣＰの実効性高める

国内初、４つのＩＳＯ
規格統合で認証取得

日本水工設計

アセット柱にマネジメント推進

１２月に技術講習会
水コン協関東支部

改定・下水道用設計標準歩掛表を紹介

国内発生早期を想定し実施

２０１６年（平成２８年）１１月１７日（木曜日）

立上社長から登録証を受け取る藤木社長㊨

握手を交わす醍醐局長㊧と高橋総監


